



































 第 2 章では、マクマリーのタイプ・スタディ論とその実践事例の史的変容に着目
して検討を行っている。すなわち、1890 年代の米国ヘルバルト主義運動隆盛期にお
いては、タイプ・スタディはカリキュラム概念の下位概念として説明的に使用され



















 第 4 章では、マクマリーらが、当時隆盛しつつあった教育の科学化をめざして、
自らの理論をいかに補強・補正していたのかを検討している。タイプ・スタディの

























（続紙２）                            
（論文審査の結果の要旨）  











と 教 授 理 論 研 究 会 （ Bergamo Conference on Curriculum Theory and Classroom 
Practice ）、2014 年ロンドンで開催された国際教育史学会（ ISCHE）、同年フィラデ
ルフィアで開催されたカリキュラム史学会（SSCH）において発表され、高い評価を
得たものであり、さらに 2016 年シカゴの  Loyola University で開催された国際教育




















1913 年のドイツ再訪を契機として教師教育の重要性を自覚し、 GPCT（ George 
Peabody College for Teachers）の教員として、現職教員に「タイプ・スタディ」に関
する単元開発を指導し、それらは修士論文として結実している。さらには NISNS


























要旨公表可能日：     年   月   日以降 
 
